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大
阪
の
蘭
学
史
に
つ
い
て
纏
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
昭
和
三

二
年
（
一
九
五
七
）
の
医
詳
に
掲
載
さ
れ
た
中
野
操
氏
の
”
大

阪
蘭
学
史
“
が
あ
る
。
大
阪
の
蘭
学
の
始
ま
り
を
橋
本
宗
吉
を

中
心
と
し
た
時
代
（
一
七
九
○
’
一
八
三
六
）
と
、
緒
方
洪
庵

を
中
心
と
し
た
時
代
（
一
八
三
八
’
一
八
六
○
）
に
分
け
て
考

察
し
、
洪
庵
が
蘭
学
発
展
に
大
き
な
業
績
を
挙
げ
た
の
は
間
違

い
な
い
が
、
彼
を
大
阪
蘭
学
の
開
祖
と
す
る
の
は
誤
り
と
し
、

そ
の
前
の
橋
本
宗
吉
が
大
阪
蘭
学
勃
興
期
の
中
心
人
物
と
し
た
。

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
刊
行
さ
れ
た
中
野
氏
の
”
大
坂

蘭
学
史
話
“
で
は
、
先
駆
者
と
し
て
永
富
独
哺
庵
、
麻
田
剛
立
、

間
重
富
、
小
石
元
俊
を
挙
げ
、
大
坂
蘭
学
発
展
の
主
要
人
物
と

し
て
関
西
で
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
勉
強
し
た
橋
本
宗
吉
、

大
坂
蘭
学
発
祥
の
背
景

小
石
秀
夫

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

此
れ
を
め
ぐ
る
人
々
に
、
伏
屋
素
狄
、
大
屋
尚
齋
、
斎
藤
方
策
、

各
務
文
献
、
中
川
元
吾
、
藤
田
顕
蔵
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
業
績

の
後
を
継
ぎ
、
更
に
発
展
さ
せ
た
の
が
緒
方
洪
庵
で
あ
る
と
し

た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
蘭
学
者
を
経
済
的
そ
の
他
で
支
え
た

知
蘭
派
と
し
て
、
木
村
兼
葭
堂
、
山
片
重
芳
、
山
片
蟠
桃
、
中

井
履
軒
、
中
伊
三
郎
な
ど
の
町
人
、
学
者
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
は
大
坂
へ
の
蘭
学
の
浸
透
、
発
展
、
盛
衰
を
、
医
学
の
面
か

ら
詳
し
く
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
は
、
「
オ
ラ
ン
ダ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
鍋
大
阪
」
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
”
大
阪
と
オ
ラ
ン

ダ
“
と
い
う
小
冊
子
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
慶
長
五
年
二

六
○
○
）
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
が
大
分
県
に
漂
着
し
て
以

来
現
代
に
至
る
日
蘭
の
交
渉
の
歴
史
が
、
六
章
に
分
け
記
述
さ

れ
て
い
る
。
三
章
「
大
坂
の
蘭
学
」
の
一
”
大
坂
蘭
学
草
創
の

こ
ろ
“
を
有
坂
隆
道
、
上
田
讓
の
両
氏
が
書
い
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
大
坂
蘭
学
発
展
の
受
け
Ⅲ
と
し
て
、
当
時
の
大
坂
の
学

風
よ
り
検
討
し
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
大
坂
の
町
人
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
学
塾
懐
徳
堂
で
の
学
習
に
よ
り
、
格
物
究
理
と

合
理
主
義
が
一
体
と
な
っ
た
親
試
実
験
主
義
の
精
神
が
、
町
人
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の
生
活
に
育
ま
れ
た
と
し
た
。
こ
こ
で
中
井
履
軒
等
に
学
ん
だ

麻
田
剛
立
は
、
医
業
の
傍
ら
天
文
学
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
一

方
、
高
橋
至
時
、
間
重
富
、
山
片
蟠
桃
等
を
育
て
た
が
、
彼
ら

に
は
蘭
書
を
読
解
す
る
能
力
は
な
か
っ
た
の
で
、
間
重
富
は
親

友
の
蘭
方
医
小
石
元
俊
と
計
り
、
大
坂
の
傘
屋
の
職
人
橋
本
宗

吉
を
見
い
だ
し
、
両
人
が
資
金
を
提
供
し
て
寛
政
二
年
二
七

九
○
）
頃
江
戸
の
大
槻
玄
澤
の
元
に
送
り
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習

を
さ
せ
た
。
彼
は
帰
坂
後
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
書
、
天
文
や
地
理

学
な
ど
多
く
の
翻
訳
を
し
た
。
ま
た
彼
は
直
接
蘭
書
に
よ
っ
て

オ
ラ
ン
ダ
の
学
問
を
学
ぶ
と
い
う
意
味
で
、
大
坂
の
蘭
学
の
祖

と
い
え
る
と
し
た
。
そ
の
門
人
に
伏
屋
素
狄
、
中
川
元
吾
、
斎

藤
方
策
、
中
天
勝
等
が
あ
る
。
更
に
こ
の
学
風
を
受
け
継
ぎ
、

更
に
発
展
さ
せ
た
の
が
、
緒
方
洪
庵
で
あ
る
。
次
の
章
二
”
緒

方
洪
庵
と
適
塾
“
（
梅
渓
昇
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

”
大
坂
の
蘭
学
史
“
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
検
討
す
べ
き
範

囲
が
き
わ
め
て
広
い
。
当
時
の
大
坂
の
蘭
学
発
展
を
支
え
た
町

人
文
化
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
、
注
目
さ
れ
る
。


